
53.　4.　1
※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。

※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

柔
道
整
復
師
や
鍼
灸
師
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の

施
術
に
関
す
る
照
会
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
３
年
度
の
市
税
な
ど
を
納
付
す

る
際
に
納
付
の
手
間
や
収
め
忘
れ

が
な
く
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７
０
・

７
７
２
９
へ
。

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
勤
務
先
の

健
康
保
険
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
、

職
場
の
担
当
者
や
全
国
健
康
保
険

協
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
※
「
法
人
」
と
は
公
・
私
法
人
、

営
利
法
人
、
公
益
法
人
、
社
団
法

人
や
財
団
法
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

一
般
的
に
は
、
商
法
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
会
社
で
、
社
会
福
祉
法
人
、

医
療
法
人
、
学
校
法
人
な
ど
の
特

殊
法
人
や
公
法
人
で
あ
る
都
道
府

県
、
市
区
町
村
の
地
方
公
共
団
体

も
含
ま
れ
ま
す
。

問

い

合

わ

せ

先

　
▼
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と
＝

全
国
健
康
保
険
協
会
東
京
支
部
☎

０
３
・
６
８
５
３
・
６
１
１
１
▼

厚
生
年
金
に
関
す
る
こ
と
＝
武
蔵

野
年
金
事
務
所
☎
０
４
２
２
・
５

６
・
１
４
１
１
▼
労
働
基
準
・
労

災
に
関
す
る
こ
と
＝
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
（
三
鷹
労
働
基
準
監

督
署
内
）
☎
０
４
２
２
・
６
７
・

６
３
４
０

　
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
保
年

金
資
格
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
２

へ
。

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

勤
務
先
の
健
康
保
険
に

入

れ

ま

せ

ん

か

　
会
社
、
工
場
な
ど
の
法
人
や
従

業
員
が
５
人
以
上
の
個
人
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
方
と
、
そ
の
家

族
は
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
や
厚

生
年
金
な
ど
へ
の
加
入
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
に
必
要
な
保
険

給
付
が
行
わ
れ
、
生
活
を
安
定
さ

せ
る
仕
組
み
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
方
は
国

民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
で

も
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
や
厚
生

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
市
内
に
住
所
が
あ
っ
て
勤
務
先

の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

な
い
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
必

ず
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
会
社
な
ど
を
退
職
し
勤
務
先
の

健
康
保
険
を
脱
退
し
た
と
き
、
ま

た
は
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
勤
務

先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

に
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・

脱
退
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
忘

れ
ず
に
１４
日
以
内
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
※
国
民
健
康
保
険
加
入
・
脱
退

手
続
き
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、

左
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
手
続
き
に
は
世
帯
主
お
よ
び

対
象
と
な
る
方
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
確
認
書
類
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）
と
手
続

き
す
る
方
の
身
元
確
認
書
類
（
免

許
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。
加
入

手
続
き
の
場
合
は
、
既
に
国
民
健

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除

等
の
申
請
に
つ
い
て

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が

免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制

度
（
５０
歳
未
満
）」
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
免
除
・
猶
予
の
申
請

は
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月

前
の
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申

請
を
忘
れ
て
い
た
期
間
が
あ
る

方
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
市

保
険
年
金
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
保
険
料

を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た

だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
・

文
書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納
め

て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
し
て
い

ま
す
。

　
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
り
督
促
を

行
い
、
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い

場
合
は
、
延
滞
金
が
課
せ
ら
れ
る

だ
け
で
な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る

方
（
被
保
険
者
本
人
、
連
帯
し
て

納
付
義
務
を
負
う
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
）
の
財
産
を
差
し
押
さ
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
が
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
故
が
発
生
す
る
と
、
障

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に 

納

め

ま

し

ょ

う

　
４
月
～
４
年
３
月
の
国
民
年

金
保
険
料
は
月
額
１
万
６
６
１

０
円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納

付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
た
納
付
や
、
便
利
で
お
得
な

口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

医
療
被
保
険
者
証
（
す
で
に
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
口
座
振
替

を
登
録
し
て
い
る
方
は
③
の
み
）

を
持
参
の
上
、
保
険
年
金
課
高
齢

者
医
療
係
（
市
役
所
１
階
）
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

８
４
６
へ
。

４
月
か
ら
保
険
料
の
年

金
天
引
き
が
始
ま
る
方
へ

　
４
月
上
旬
に
、「
仮
徴
収
額
決

定
通
知
書
兼
納
入
通
知
書
」
を
送

付
し
ま
す
。
４
月
・
６
月
・
８
月

は
「
仮
徴
収
期
間
」
と
し
て
算
定

し
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　【
対
象
】２
年
１０
月
初
旬
ま
で
に
、

７５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
や
転

入
し
た
方
な
ど
の
う
ち
、
４
月
か

ら
新
た
に
保
険
料
が
年
金
天
引
き

さ
れ
る
方

年
金
天
引
き
か
ら
口
座

振
替
へ
納
付
方
法
の 

変
更
が
可
能
で
す

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
年
金

天
引
き
に
よ
る
納
付
が
原
則
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
申
し
出
に
よ

り
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
変
更
を
希
望
す
る
方
は
、
①
口

座
番
号
が
分
か
る
も
の
（
預
金
通

帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）

②
通
帳
届
け
出
印
③
後
期
高
齢
者

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
、

年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
で
納
め
る
方
は
、
年
６
回
の

年
金
支
給
月
に
保
険
料
が
天
引
き

さ
れ
ま
す
。

４
月
・
６
月
・
８
月
は 

保

険

料

の 

「
仮
徴
収
期
間
」
で
す

　
年
間
保
険
料
額
は
、
毎
年
７
月

に
市
民
税
・
都
民
税
の
所
得
内
容

を
基
に
算
定
し
、
決
定
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
年
間
保
険
料
額
が
決

定
す
る
ま
で
は
「
仮
徴
収
期
間
」

と
し
て
、
同
年
２
月
と
同
額
の
保

険
料
を
、
４
月
・
６
月
・
８
月
の

３
回
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

７
月
に
年
間
保
険
料
額
が
決
定
し

た
後
は
、す
で
に「
仮
徴
収
期
間
」

で
納
め
た
保
険
料
と
の
差
額
を
、

１０
月
・
１２
月
・
翌
年
２
月
の
３
回

で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
※
年
間
保
険
料
額
を
平
準
化
す

る
た
め
に
、
６
月
・
８
月
の
仮
徴

収
額
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
変
更
し
た
場
合
は
、
個
別
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

月
の
記
録
、
領
収
書
な
ど
を
保
管

し
て
い
た
だ
き
、
照
会
文
書
が
届

い
た
場
合
に
は
、
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
３

へ
。

点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
術
内

容
を
確
認
す
る
た
め
、
文
書
で
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

負
傷
部
位
や
施
術
内
容
、
施
術
年

　
市
で
は
医
療
費
適
正
化
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
被
保
険
者
が
、

国
民
健
康
保
険
を
使
っ
て
施
術
を

受
け
た
場
合
に
、
施
術
方
法
や
保

険
請
求
内
容
が
適
正
か
ど
う
か
の

初
め
て
天
引
き
の
対
象
と
な
る
方

に
は
、「
納
入
通
知
書
兼
特
別
徴

収
開
始
通
知
書
」
に
よ
り
通
知
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
保
険
係

☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
４

９
１
０
・
４
９
１
１
）
へ
。

２
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
天

引
き
し
ま
す
。こ
れ
を「
本
徴
収
」

と
い
い
ま
す
。

　
仮
徴
収
さ
れ
る
年
度
前
半
の
保

険
料
額
と
、
本
徴
収
さ
れ
る
年
度

後
半
の
保
険
料
額
を
平
準
化
す
る

た
め
に
、
８
月
の
年
金
か
ら
仮
徴

収
さ
れ
る
保
険
料
額
を
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
以
降
の
年
金
か
ら

　
介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
で
納
付
い
た

だ
く
方
の
４
月
・
６
月
・
８
月
に

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
の
天
引
き

額
は
、
２
月
に
天
引
き
し
た
保
険

料
額
と
同
額
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
「
仮
徴
収
」
と
い
い
ま
す
。

　
７
月
に
年
間
保
険
料
額
が
決
定

し
た
後
は
、
年
間
保
険
料
額
と
の

差
額
分
を
、
１０
月
・
１２
月
・
翌
年

難
な
場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け
早

め
に
納
税
課
（
市
役
所
２
階
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で

口
座
振
替
の
申
し
込
み

が

簡

単

に

　
銀
行
な
ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
使
っ
て
（
金
融
機
関
へ
の
届

け
出
印
、
通
帳
は
不
要
）、
市
役

所
の
窓
口
で
簡
単
に
市
税
な
ど
の

口
座
振
替
の
申
し
込
み
が
で
き
る

「Pay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）
口
座

振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
財
産
が

差
し
押
さ
え
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
付
に
お
困
り
の
と
き
は

　
病
気･

事
故･

災
害
・
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
で
納
付
が
困

　
令
和
２
年
度
の
市
税
な
ど
（
市

民
税
・
都
民
税
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

軽
自
動
車
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
）
の
納
期

限
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
納
期
限
ま
で
に
市
税
な
ど
を
完

納
し
て
い
な
い
と
、
延
滞
金
が
加

国民健康保険への加入・脱退手続き
国民健康保険に加入するとき 手続きに必要なもの
市内に転入してきたとき 他の市区町村の転出証明書

勤務先の健康保険をやめたとき 勤務先の健康保険をやめた証明書（資格喪失証明
書など）

勤務先の健康保険の被扶養者か
ら外れたとき 被扶養者から外れた証明書

国保の世帯に子どもが生まれた
とき

被保険者証・母子健康手帳・分娩に係る領収明細
書・世帯主名義の口座番号の分かるもの

生活保護が廃止になったとき 生活保護受給証明書

国民健康保険を脱退するとき 手続きに必要なもの
市から転出するとき 被保険者証
勤務先の健康保険に入ったとき、
または被扶養者になったとき 国保と勤務先の両方の被保険者証（全員分）

被保険者が死亡したとき
被保険者証・喪主であることが確認できるもの
（会葬御礼のはがき、葬儀代の領収証）・喪主の
口座番号が分かるもの

生活保護を受けることになった
とき 生活保護受給証明書

※手続きには、世帯主および対象となる方のマイナンバー確認書類（マイナンバー
カードなど）と手続きする方の身元確認書類（免許証など）が必要です。また、住
民票が同一世帯の方で既に国民健康保険に加入している方がいる場合には、その方
のマイナンバー確認書類も必要です。

※手続きには、世帯主および対象となる方のマイナンバー確認書類（マイナンバー
カードなど）と手続きする方の身元確認書類（免許証など）が必要です。
※国保の資格がなくなってから国保の保険証を使用して医療を受けた場合、市が医療
機関へ支払った医療費を返還していただくことになりますので、ご注意ください。
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